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【研究背景】
私たちの生活で使用する光源は、従来の白熱電球や蛍光灯から、低消費電
力・長寿命という優れた特長をもつＬＥＤに急速に置き換わってきています。
ＬＥＤは、チップに用いる材料によって発光する色が決まります。青色や緑
色では、窒化インジウムガリウム（InGaN）、赤色ではアルミニウムインジ
ウムガリウムリン（AlInGaP）などが代表的な材料として知られています。
単色ＬＥＤの組み合わせにより、様々な色での発光（マルチカラー化）が可
能です。

【本研究のターゲット】
現在実用化されているマルチカラーＬＥＤは、発光色の
異なるＬＥＤチップを組み合わせて用いていますが（右図）
機能面やコスト面で課題が残ります。
本研究は、それらの課題解決を目指して以下のアイディア
を出発点として研究を実施しています。

◆１枚のチップから複数の色の光を出す

左から緑、青、赤の
ＬＥＤチップを搭載

◆人間の眼の特性を活かす

InGaN系可視ＬＥＤの特徴を利用。材料の特性である電流の増大に伴う
発光波長の変化（ブルーシフト現象）を用いて、電流値で発光波長を制
御します（下図 左：アンバー色ＬＥＤ、右：緑色ＬＥＤ）。

40Hz以上の早さで点滅する光は「点灯」しているように見えます。異
なる色の光を素早く「点滅」させることで、混色として認識します。
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【今後の課題】
波長可変域の拡大

【特許】
発光ダイオードの発光色制御方法
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